
食品衛生法の改正に伴い，2006年５月からポジティ

ブリスト制度が導入された。茨城県の主要果樹である

ナシにおいて病害虫防除はスピード・スプレーヤ

（Ｓ･Ｓ）を使用しており，周囲への農薬飛散が懸念さ

れる。隣接して栽培されている野菜等の他作物に農薬

が飛散した場合，飛散した農薬のその作物に対する残

留基準あるいは暫定基準が設定されていないと，原則

として0.01ppmの一律基準が残留基準として適用され

る。そのため，Ｓ･Ｓ使用時の農薬飛散を低減する方

法として，地上防除ドリフト対策マニュアル（2005）

では，「S・Sの噴口，送風量の調整」，「飛散低減ノズ

ルの装着」による農薬飛散低減法が有効としている。

しかし，これらの手法を導入した場合の防除効果に

及ぼす影響は不明である。そこで，「S・Sの送風量を

半減する」方法や「飛散低減ノズルを装着する」方法

を導入した場合の黒星病と輪紋病の防除効果について

検討した。

材料および方法

試験には，茨城県農業総合センター園芸研究所内棚

栽培圃場の品種「幸水」18年生樹を用い，試験規模は

１区363m2（ただし無処理区は78 m2）の反復なしで実

施した。使用したS･Sの機種は，SSA-N550（（株）丸

山製作所）で，散布量は約250r／10aとした。試験区

は，ノズルの種類と送風量を組み合わせて，１区：慣

行ノズル・送風量慣行465m3／min，２区：慣行ノズ

ル・送風量半減260m3／min，３区：飛散低減ノズル・

送風量慣行465m3／min，４区：飛散低減ノズル・送風

量260m3／min，５区：無散布の計５区を設置した。薬

剤散布は，落花期の2006年５月２日から，速度段をB-

1（2.4km/h），散布圧力を1.5Mpaとして第１表のよう

に実施した。

調査は，黒星病については，５月25日，６月13日，

26日，７月18日，28日，８月17日の計６回，無作為に

抽出した果実300果と新梢葉300葉の発病の有無を調査

し，発病果率と発病葉率を算出した。また，輪紋病に

ついては，８月23日に一斉収穫を行い，外気温で５日

間静置したのちに100果の発病の有無を調査し，発病

果率を算出した。

結果および考察

無散布区における黒星病の発生は，５月25日には発

病果率13.0％，発病葉率9.3％となった。その後，６月

26日には発病した果実の落果もみられ，発病葉率も
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摘　　　要

ナシの病害虫防除では，薬剤散布にスピード・スプレーヤ（S・S）を使用するのが一般的

である。農薬飛散低減対策として，S・Sの送風量を慣行（465m3／min）から半減（260m3／min）

し，慣行ノズル（コーンノズル）を飛散低減ノズル（DLコーンノズル）に交換する農薬飛散

低減法を導入した散布を実施した結果，主要病害である黒星病および輪紋病に対する防除効果

は，慣行送風量（465m3／min）および慣行ノズル使用時の散布と同等であった。



70.4％と急激に発病が進展した。７月28日の調査では，

落果，落葉がみられるようになり，甚発生条件下での

試験となった（第２表）。

各薬剤散布区の黒星病の発生は，７月18日に，２区

で発病果率1.0％と発生が認められたが，７月28日で

は，１，２，４区のいずれも発病果率0.7％，３区で

発病果率0.3％となった。さらに，８月17日の黒星病

の発病果率は，慣行ノズルの１区と２区でいずれも

1.0％，飛散低減ノズルの３区と４区で1.3％となり，

ほぼ同等であった。また，発病葉率でも１～４区のい

ずれも0.3％と同等であった（第２表）。

また，輪紋病の発病果率は，１区で6.2％，２区で

3.3％，３区で5.0％，４区で4.5％とほぼ同等であった

（第２表）。

S・S散布において、従来の慣行ノズルを交換し，

飛散低減ノズルであるDLコーンノズルを使用した場

合や送風量を慣行の465m3／minから260m3／minに半減

すると，散布液がナシ棚面上部まで届かず，棚上に徒

長する新鞘葉への薬液付着が悪くなり病害虫に対する

防除効果の低下が懸念された。今回の試験では，ナシ

黒星病および輪紋病に対する防除効果に差はなく，

S・S使用時に飛散低減ノズルのDLコーンノズルを使

用し，送風量を260m3／minに半減する飛散低減対策は

有効であると考えられた。

なお，岩波ら（未発表）は，リンゴ園において，病

害が少発生条件では，慣行ノズル使用と飛散低減ノズ

ル使用の防除において，明確な防除効果の差はなかっ

たとしている。
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第２表　スピード・スプレーヤ（S･S）に装着したノズルの種類と異なった送風量を組み合わせた場合の黒星病および
輪紋病に対する防除効果（2006年）
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しかし，櫛田ら（未発表）は，病害虫の密度が高い

場合には，送風量を慣行の600m3／minから300m3／min

に半減して飛散低減ノズルを使用すると効果が不安定

であったとしている。これらのことから，特にナシの

棚栽培では，棚上に徒長する新梢葉に発生するアブラ

ムシ類やハダニ類など他の病害虫の多発生時における

防除効果についてはさらに検討が必要である。
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